
【びるぼっくり】３階建ての工場 
＜ギャラリー１F＞ 

木版画：柿沼朋実 油彩：松浦延年 銅版画：渋谷雅廣 

彫刻：柏木直人・木下泰徳・ひでひこ 
＜ギャラリー２F＞ 足柄ならではの手作り感がいっぱい！ 

生花：安部邦子 さをり織り：杉本君江 足柄人形：府川泰行 

絵画/陶器：高田律子 木彫：久保田敬一 フクロウ：樋口六郎 
写真：小泉雅幸 ステンドグラス：原田征史 陶芸：増丸義和    
金太郎人形：藤原まどか 木版画：柿沼朋実 絵画：渋谷雅廣  
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メール配信サービスご希望の方は右記アドレスへお申込みを e-mail:kinoshita@iseji.net 

曽我の梅林 根府川のおかめ桜 松田山の河津桜 今年の花だよりはどこも遅れているが、清閑亭や開成の瀬戸屋敷のひな祭りのに

ぎわいが、今年も小田原に春を運んできてくれた。 

 あれからもう１年が経とうとしている。「がんばろう日本」この１年だれもがこの言葉を胸に生きてきたはずだ。２月１１日から始

まった足柄アートフェスティバルは、３．１１に閉幕をする。新九郎のサポートしてきた工場まるごとプロジェクトは、「酒匂川の松

ぼっくりを拾ってみんなで『頑張ろう日本の旗』を作って追悼をする。被災者を思い、みんなで創る日の丸は、このイベントの参加者

の思いも込められた記念の作品となるに違いない。春を待つ被災地の皆様に一日も早い春が訪れる事を願いながら。 

         新新新九九九郎郎郎   ３３３月月月ののの展展展覧覧覧会会会のののごごご案案案内内内                              近隣・友の会会員の展覧会情報   

 

 
 

 

 会  期 

展覧会名 
見どころ 

   

2/29 (水)～3/5(月) 

第16回西さがみ文芸展

覧会 

特別展「災害と文学」 

会員作品展（6 部門）俳句・

川柳、短歌、詩、エッセイ・

創作、書画、写真 

1 

 
3/7(水)～12(月）  

小田原写真研究会展 

会員 8 名、自然、街、造形等

自由な創作の写真展。 

特集「西さがみ 2011」 

 
3/14(水)-19(月) 

鈴木隆作陶展 

青瓷、灰釉等の花器、茶器、

食器、ランプに加え、陶板の

時計を出品予定です 

 3/21(水)-26(月) 

第 8 回スケッチング 

ウォーク展 

スケッチングウォークの会 

小田原第 1、第 2、第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

湯河原第 1、第 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

賛助出品/松野光純、川合昭二 

 
3/26(月) 

新九郎デッサン会 

18:15-20:45 

コスチューム、固定ポーズ 

会費 1500 円 

 3/28(水)-4/2(月) 

良寛こころのうた 

良寛原画展 齊藤雄致 

うた心を陶器に<西静恵> 

・曹洞宗月刊誌「禅の友」さ

し絵原画展示 

 

会期・展覧会名 会場 

3/7(水)～3/12(月） 

廣岡義友・加藤恭夫 二人展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

3/14(水)～19(月) 

羽鳥嘉彌水彩画展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

3/28～4/2 

佐藤喜久江回顧展 

飛鳥画廊 

0465-24-2411 

3/2(金)～13(火) 

中越茂写真展 

ギャラリーさざれ石 

0463-67-9662 

3/1(木)～3/31(土) 

藤原さくら展 

NARAYACAFE・GALLE 

RY  0460-82-1259 

2/21(火)～3/10(土)  

Exhibition ARIO in 天山 

天山湯治郷中庭ｷﾞｬﾗﾘｰ 

湯本茶屋 208 

2/25(土)～3/4(日) 

「神話」ホルモン関根絵画展 

すどう美術館 

0465-36-0740 

3/16(金)～25(日) 

第 2 回秦野展 彩時記 

ぎゃらりーぜん 

0463-83-4031 

3/2(金)～3/11(日) 

鉄道展「小田原鉄道物語」 

小田原合同庁舎 3 階 EF 

0465-32-8000 

2/25(土)～3/25(日)  

「飛鳥時代の斑鳩と小田原」 

郷土文化館 

0465-23-1377  

3/15(木)～3/20(火) 

高田大の銀河 彫刻展 

ｷﾞｬﾗﾘｰ la queue cochon 

0463-61-0516 大磯 1292 

3/15(木)～4/15(日) 芳澤一夫 

春を呼ぶ福光の為の特別展 

ギャラリー城山 

0465-30-2950 

【ソウセイカフェ】Gallery&Café 平屋 
＜ギャラリースペース＞              
絵画展示 「春宵」美術作家 横井山 泰    

色とりどりの画面が工場に春を呼ぶ ※公開制作中！期間中に完成します                        
＜WORK SHOP＞  
君の街 彫刻家  ひでひこ     

巨大地図の上に参加者が「あったらいいな」と思う家などを作成し置いていく 
＜Café Space カフェスペース＞ 
 共同プロジェクト 横井山まお・ひでひこ      

 手作りの木の家具に座って、あたたかい食事とドリンク 
 みんなの掲示板に足柄の未来を描いて、「願い札」を掛けていってください 
《お品書き》金土日：ひでひこロール、コーヒー・抹茶など 

土日：足柄野菜のいも煮、七輪で焼く田舎もち、おしるこ 
3 月 11 日 東日本大震災追悼イベント 
みんなで創ろう「頑張ろう日本の旗」 

酒匂川の松ぼっくりを拾って色をつけ、みんなで元気な日の丸を作りましょう 
※3月 10 日ファイナルイベント：南足柄市文化会館大ホール  

13:30～ トークセッション 小川巧記×横井山泰×山本修路 

「次回アートフェスティバルに向けて」 

 

創発市民プログラム 工場まるごとプロジェクト 酒匂川沿いの２つの空き工場を活用したアート＆カフェスペース 
いよいよ残すところ、あと 2週となりました。3/2(金) 3(土) 4(日) 3/9(金)10(土)11(日)  小田急線開成駅徒歩 5分 開成町吉田島 4304-2 

 

 



第 1７回アトリエ訪問   松野光純  湯河原町在住 

幕山公園の梅だよりは、松野さんの家の前
のしだれ梅の様子でわかるらしい。まだつぼ
みの梅に迎えられた玄関には、女性の顔と風
景画が掛っていた。どちらも力強い作品だ。
恩師兎月人（石井玲一）氏の作品だった。お
茶のご用意をして下さりながら「今一人暮ら
しなのですよ。」とおっしゃった。最愛の奥様
を 46 歳の若さで亡くされていた事を初めて
知った。男手ひとつで二人のお子様を独立さ
せ、その後もご両親の介護をされるなど、夫
として父として子として最後まで礼をつくし
て今がある事を知り、松野さんの人としての
強さ大きさを改めて感じるのだった。日当た
りのよいアトリエには 50 インチの大きな
テレビ。よほどの映画好きなのだと拝察した。
しかしこれは松野さんの大事な絵のツールな
のだと伺った。現場でスケッチをした後、仕
上げは家で描く事も多い。そんな時は写真を

この大画面
面に取り込
込んで、細
細部まで確
確かめなが
がら仕上げ
げるのが松
松野流だと
と作画の秘

秘密も公開して下さった。 
「平成16年」正に松野さん第２の人生はこ

こから始まっていた。松野さんは長年務めた
市役所を定年退職後、再就職はせず、新たな
人生をひたすら歩き続けていられた。現在湯
河原美術協会会長、きらめき☆おだわら塾市
民教授、旺玄会会友、そして現在160名の会
員を持つ「スケッチングウォークの会」の主
宰を務めている。その合間に西相展や湯河原
美術協会展にも出品し、全国のウォーキング
大会には今も個人で参加しているのだという。
伺っただけでも実に多忙なスケジュールであ
る。さらに市民教授として教えるにあたり自
分に課した課題は、美術大学で学び直すこと
だった。若い頃に出来なかった夢の実現でも
あった武蔵野美術大学造形学部油絵学科（通
信制）に入学し、絵画を学び直したという。
通信制とはいっても全て昼間の学生と共に学
ぶ環境、若い学生に交じっての講義はさぞ充
実した時間だったはずだ。新幹線通学で通い
切った武蔵美は、平成２０年4年で卒業した。 
そんな合間をぬって昨年新九郎で発表され

た「東海道五十三次展」は大変評判の展覧会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

となった。5年の歳月をかけて日本橋から京 
都三条大橋までを歩き描いて来られたのだと
いう。壮観だった。「スケッチングウォーク」
の大先輩と「歌川広重」の事を紹介されたが、
まさに松野さんの画号「画歩人」と重なった。
180 年の時空を超えた宿場は、全く姿を変え
てしまっているところも多かったようだが、 
まだ面影の残っている所もあり、友人と3人
のぶっつけ本番の旅の思い出話を語る様子は
羨ましいほど楽しげだった。これらは全て、
平成16年から始めたものばかりだ。初の公募
展旺玄会への出品は、４回連続で入選され、
平成20年会友に推挙されている。  
現役時代は生涯学習と教育委員会畑を歩い

て来られた。今では全国から参加のある「城
下町小田原ツーデーマーチ」は、現役時代松
野さんが立ち上げた企画だ。その準備には 3
年を要したという。日本ウォーキング協会に
所属し全国のイベントに参加しながら、コー
スの選定も行ったのだという。ウォーキング
の中でも印象に残るコースがいくつかある。
天城峠までバスで行き伊豆の踊子の足跡をた
どるコースや房総の花畑を歩くツアーは、特
に印象に残っているという。しかし、どんな
に素晴らしいコースも皆一目散に歩くだけ。
素晴らしい景色の中を歩きながら「もったい
ないなあ」といつも思っていたという。スケ
ッチをされる松野さんならではの感性と視点
が、後の「スケッチングウォークの会」につ
ながっていく。ウォーキングタウン小田原散
策マップには、歴史や自然豊かな小田原を歩
くコースが多数紹介されているが、その表紙
も松野さんのスケッチが飾っている。 
主宰を務める『スケッチングウォークの会』

は、現在小田原に３教室、湯河原に２教室、
参加者１６０名と言う大所帯の会になってい
る。元々は、松野さんが指導される「きらめ
き☆おだわら塾」での４回コースの卒業生が、
卒業後も継続したいと自然発生的にグループ
が出来たのだという。スケッチが好きな人と
歩くのが好きな人が参加しているが、小学校
以来初めて筆を持ったという人が３，４割を
占めるという気軽さも人気の理由だろう。「ア
トリエは青空の下 師は自然」明快なコンセ
プトは松野さんのコピーだ。月に１回、下見
をして選定した近隣のコースを４０名で移動
するのだという。午前に１時間歩き１時間描
く。１時間の昼休みもまた楽しい交流の時間
だ。そして午後、また１時間歩き１時間描く
という１日５時間の内容だ。参加者は７割が 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女性、
６０代
７０代
が中心
だが８
０代の
健脚の
方も多
数参加
してい

るという。自然を楽しみながら歩き、絵を描
く。参加者は月に１度の会に参加するために、
各自健康管理をされ、会員の中には大病をす
る方がいられないことに驚くと言われる。ま
た４０名での移動にもかかわらず、保険の適
用や事故が一度もないというのも素晴らしい
実績だ。十分な事前の下見や安全の配慮には
細やかな気配りと経験が生きているのだろう。
只、人気講座になり過ぎて、今では定員を減
らすなどして長く楽しむための手だても工夫
していると申し訳なさそうに話された。 
１６０人の会員の作品は、年に一度発表会

で展示される。普段は活動日が異なる会員た
ちが、相互の作品を見合う事の出来る唯一の
場だ。歩くのが好きで参加している人も 絵
が好きで歩き始めた人も、展覧会に向けての
思いには素晴らしいものがあるのだという。
その効果は作品にも表れるようだ。展覧会を
やることで技量が確実に伸びるのだそうだ。
互いに吸収し合い、向上し合う。素晴らしい
生涯学習の理想が見えた気がする。3 月の展
覧会を前に、会は今熱気に包まれているらし
い。会員のエネルギーに圧倒されながら、指
導にも力が入ると顔がほころんだ。 
日当たりのよい廊下には、懐かしい足踏み

ミシンがおかれていた。業務用の高性能のも
のだ。21年連れ添った奥様が長年仕事で使っ
ていたものなのだそうだ。「捨てられないんで
すよねえ。」とにこやかに話す松野さんは、こ
のアトリエで今も奥様と共に新たな人生をゆ
っくりと歩んでいられた。団塊世代が還暦を
迎え、自分の人生を振り返る時を得る。健康
で自然を愛し生涯現役で人生を楽しむ事程豊
かで幸せな事はない。日焼けされスリムな体
形を維持している松野さんから沢山のエネル
ギーを頂き、「明日から散歩をしようかな」と
背中を押された気持でアトリエを後にした。 
（新九郎友の会 木下和子） 

２月のこと ASHIGARA アートフェスティバルの 2月 18 日トークセッション「アート×自然」に参加した。会場は築 100 年以上の古民家を改装
した宿力(YADORIKI)、パントマイマーのIKUO三橋さんのゲストハウスである。プロデユーサー小川巧記さんと三橋さんの「寄に創った意味、こ
れからのビジョン」等のトークセッションで始まった。続いて“視点を変える”をキーワードにしたワークショップで全員屋外へ。講師は川島
直さん（インタープリター）。四角いミラーを鼻の下に当て、空を写しながら歩く。軒先や木の枝等がさかさまに目に映る。すごく新鮮できれい
に見える。梅や蜜柑のなる林に到着。次の遊びは枝や木の節等に顔をみつけ、白い丸シールにマジックで目玉を描き、貼るというもの。次は葉
っぱじゃんけん。それぞれ一番しわくちゃの、きれいな、長い、小さい葉っぱを一枚づつ集める。二人一組で背中合わせになり、「一番長―い葉
っぱ、葉―っぱじゃんけん！」の掛け声で振り向きながら出し、勝ったほうがもらえる。４回相手を変えて行い、一番沢山残った人が勝ち。次
は講師いわく魔法の紙（只の画用紙・はがき大）を木や草の後ろに置き、シルエットを写す。抒情的な感じ、抽象的なもの様々なシルエットが
浮かぶ。皆さん寒さを忘れて遊びました。川島さんは自然観察のガイドを長年やっていたが、知識中心のガイドに行き詰まりを感じ、「気づき」
や自分との「つながり」を発見していく、アート的アプローチのワークショップに切り替えたという。日常生活においても視点を変えることで
新鮮な気づきが得られる。そんな体験ができた。アートイベントに相忚しい企画だと思う。 
工場まるごとプロジェクトにも徐々に人が集まりはじめている。工場の雰囲気が残るギャラリーが好評であ 

る。ソウセイカフェは木を素材にしたテーブル、イスに薪ストーブの雰囲気が良く、いも煮、お汁粉、七輪で 
焼くお餅、ひでひこロールケーキ、コーヒー等が楽しめ、お客様の滞留時間が長い。アートをはじめよもやま 
話に花が咲く。25日は小田原シネマトピアの協力による映画会に21名。26日は南足柄出身のゴメンズスマン 
ズによるライブに52人もの人が集まった。地元開成南小学校の校歌作詞作曲を手掛け、生徒さんもいるなか 
で校歌は2度の熱唱になり大いに盛り上がった。この日は開成町長も来場され、瀬戸屋敷のひな祭りでお忙しい 
中、ほぼ一日びるぼっくり・ソウセイカフエで皆さんと交流されていました。「みんなでアート 元気に足柄」 
のコピーのもと５つの創発市民プログラムが展開されています。詳しくはASHIGARAアート～のＨＰで。 


